
ず

い

そ

う

学

校

や

地

域

の

、

身
近
な
戦
争
の
記
憶

奥
平

康
照

●

和
光
学
園
理
事
長

寺

の
本

堂
の
裏
戸

に
は
、
不
用

の

ガ
ラ
ク

タ
が
詰

め
込

ま
れ

て
い
る
。
小

さ
な
寺

の
住

職

で
も
あ

る
私
か
、

そ
の
裏
戸

を
整
理
し
て

い
た

ら
、
「
本
郡

日

露
役

戦
死

者
」

と

い
う

表

題
の

つ
い
た
掛
け
軸

が
出
て

き
た
。
そ
こ

に
は
百
十
四
人

の
戦
死

者
の
名
前

が
、
村

ご

と

に
並
ん
で

い
た
。
松
江

村

矢

作
留
吉
君

恩

田
幸
吉
君

…
…
、

砂
村

稲

垣
茂
吉
君

…
…
と

い
う

よ
う
に

。
そ
し
て
末
尾

に
、「
大

正
七

年
八
月

東
京
府

南
葛
飾
郡
松

江
村
西

一

之
江

発
願

主

矢
作

善
次
郎
」

と

い
う

当
寺

の
檀
徒

の
名

が
記

さ
れ
て

い
た
。

郡
内

す

べ
て

の
戦
死

者
名

が
記

さ
れ
て

い

る
の
か
ど
う

か
わ
か
ら

な

い
。
葛
西

村
や
金

町
村

の
よ
う

に
一
、
二

の
名

前
し

か
な

い
村

も

あ
る
か
ら

、
た
ぶ
ん

全
部
の
戦
死

者
名
で

は

な

い
の
か
も

し
れ

な

い
。
大
正

七

（
一
九

一
八
）
年

は
第
一

次
世
界

大
戦

終
戦

の
年
で

も

あ
る
。
善
次

郎
さ
ん
は

世
界
の

戦
死

者
の

霊

を
弔

い
、
こ

の
軸
を
寺

に
納
め
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

「
本
郡

」
と

は
東
京
府
南

葛
飾
郡

の
こ
と

で
あ
り

、
現
在

の
葛
飾
区
と
江

戸
川
区

の
全

域
と

、
墨
田
区
と
江

東
区

の
東

部
地
域

と
を

合
わ
せ

た
地
域

で
あ
っ
た

。
日

露
戦
争

が
激

戦
で
あ
り

、
双
方

に
多
数

の
死

者

が
あ
っ
た

こ
と
は

知
っ
て

い
た
が
、
私

に
と

っ
て

遠

い

昔
の
他
人

事
で

あ
っ
た
。
自

分
の
身
近

な
地

域
の
村

々
か
ら
、
こ

れ
ほ
ど

た
く
さ

ん
の
死

者
を
出
し

て

い
る
、
な
ど
と

は
想
像
し

た
こ

と
も
な

か
っ
た

。
こ

の
掛
け
軸

で
日
露

戦
争

は
急
に
私

の
身
近

な
具
体
的
事

象
に
な

っ
た
。

日
露

戦
争
は
一
九

〇
四
年
二

月
か
ら
翌

年

八
月
ま

で
の
一
年
半

の
戦
争

だ
が
、
そ

の
間

に
一

つ
の
村
か
ら
十

人
も

の
戦
死
者

が
出

た

の
だ
。

あ
そ
こ

の
家

で
も
、

ま
た
あ
そ
こ

の

家
で
も
、

と

い
う
状
況

だ

っ
た
に
違

い
な
い
。

ち
な
み

に
日

露
戦
争

の
日
本

の
戦
死
者
は
五

万

五
六
五
五

人
、
負

傷
者
は

一
四
万

四
三
五

二
人
だ

っ
た
（
外
務
省
調
査
部
の
研
究
報
告
書

「
日
清
戦
争
ヨ
リ
満
州
事
変
二
至
ル
日
本
外
交

ノ
経
済

的
得
失
」
一
九
三
六
年
十
一
月
）
。
当

時
の
人
口

は
五

千
万
人
弱

だ
か

ら
、
死
者

は

総
人
口

の
〇

・
一
％
だ

っ
た
。

十
数
年
前

、
イ

ギ
リ

ス
の
北

部
の
田
舎
町

で
見

た
小
学

校
校
門
脇

の
世
界
大

戦
記
念
碑

を
思

い
出
し

た
。
あ

る
町

の
初
等

学
校
に
は



大

き

な

大

戦

記

念

碑

が

あ

っ

た

。

そ

こ

に

は

そ

の

学

校

の

教

師

と

卒

業

生

の

戦

死

者

の

名

前

が

列

記

さ

れ

た

銅

製

プ

レ

ー

ト

が

は

め

込

ま

れ

て

い

た

。

一

つ

の

プ

レ

ー

ト

に

は

、
1
9
1
4
-
1
9
1
9

の

下

に

、
J

．
B
R
O
W
N

、

機

関

銃

隊

兵

卒

、

…

…

、

も

う

一

つ

の

プ

レ

ー

ト

に

は

、
1
9
3
9
-
1
9
4
5
A
.
B
.
B
U
R
T
O
N

、

医

務

官

、

大

尉

、

…

…

と

い

う

よ

う

に

、

そ

れ

ぞ

れ

十

余

名

の

名

が

列

記

さ

れ

て

い

た

。

ま

た

、

北

海

に

面

し

た

小

さ

な

港

町

の

小

学

校

の

門

前

に

は

も

っ

と

素

朴

な

石

碑

が

あ

っ

た

。

そ

こ

に

も

教

師

と

卒

業

生

の

戦

死

者

名

が

、
C
.
A
.
D
A
V
I
D
S
O
N

、

二

十

二

歳

一

九

四

四

年

四

月

十

八

日

北

海

○

○

島

付

近

で

戦

死

、

と

い

う

よ

う

に

、

具

体

的

に

最

期

の

場

所

と

月

日

付

で

並

ん

で

い

た

。

子

ど

も

た

ち

は

毎

日

校

門

脇

の

石

碑

を

見

る

。

お

そ

ら

く

人

口

移

動

も

ほ

と

ん

ど

な

い

小

さ

な

町

で

は

、

石

碑

に

記

さ

れ

た

戦

死

者

名

を

見

て

、

こ

れ

は

あ

の

家

の

人

だ

、

こ

れ

は

何

ち

ゃ

ん

の

家

の

人

だ

と

、

親

か

ら

教

え

ら

れ

る

。

戦

争

の

記

憶

は

、

身

近

で

具

体

的

に
な
る
に
違
い
な
い
。

日
本
で
は
毎
年
、
夏
に
な
る
と
戦
争
の
記

憶
が
、
映
像
で
、
証
言
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

に
登
場
す
る
。
そ
の
記
録
は
具
体
的
で
優
れ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
多
く
の
人
た
ち
は
、

あ
ら
た
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻
む
。

し
か
し
、
や
は
り
し
だ
い
に
遠
い
と
こ
ろ
の

話
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
の

あ
の
学
校
の
よ
う
に
、
戦
争
犠
牲
者
を
具
体

的
に
伝
え
る
石
碑
を
も
つ
学
校
が
、
日
本
に

も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
旧
師
範
学
校
の
校
内

で
は
、
学
徒
出
陣
戦
死
者
名
列
が
墨
書
さ
れ

て
い
る
名
板
列
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
墓
石

や
過
去
帳
に
は
、
戦
没
地
や
死
因
が
添
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
々
し
い
。
あ

の
学
校
前
の
戦
死
者
の
刻
印
に
は
、
戦
争
の

抽
象
化
に
抵
抗
す
る
力
が
あ
る
。

学
校
で
も
、
寺
や
神
社
で
も
、
地
域
の
戦

死
者
を
具
体
的
に
伝
え
る
石
碑
が
あ
っ
た
ら

い
い
。
戦
没
者
慰
霊
塔
と
い
う
よ
う
な
抽
象

的
な
碑
で
は
な
く
て
、
地
域
の
具
体
的
な
戦

死
者
の
事
実
が
記
さ
れ
た
石
碑
が
い
い
。
学

校
が
統
廃
合
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
○

○
小
中
学
校
跡
地
と
記
し
た
石
碑
と
、
当
校

出
身
戦
死
者
名
列
記
の
石
碑
を
、
い
つ
ま
で

も
並
ん
で
残
し
て
も
い
い
し
、
集
落
の
公
共

の
場
所
に
、
旧
学
校
名
と
一
緒
に
移
し
て
も

い
い
。

間
も
な
く
戦
後
七
十
年
、
今
残
し
て
お
か

な
い
と
、
戦
争
の
身
近
な
記
憶
は
全
く
消
え

て
し
ま
う
。
戦
争
は
現
在
に
つ
な
が
る
一
人

ひ
と
り
の
具
体
的
な
死
者
と
と
も
に
、
記
憶

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




